




 

Fosfomycin(FOM)使用中の児でガラクトース血症のスクリーニング法のうち,ファージ U3

を用いる方法(U3P 法)において強陽性を示した症例を経験したことから各種抗生物質の

U3P 法に及ぼす影響について検討した。対象は昭和57 年 6 月～57 年 10月までに名市大小

児科 NICU(neonatalincnsive care unit)に入院した児で感染症のために抗生物質投与をさ

れている児 9 人について,抗生剤投与前と後(30 分～数時間)の 2 検体で U3P 法を行った。

結果は投与前の検体では全例陰性であったが FOM 投与後の検体は全例陽性を示した。次に

セフェム系抗生剤14種とFOMで10102,103μg/mlの濃度の注射溶液をつくり各濃度につい

て U3P 法を行なった。 


